




当協会管轄内では初！当協会管轄内では初！
「信用保証協会電子受付システム」運用開始について「信用保証協会電子受付システム」運用開始について

セーフティネット保証５号の指定告示について
　セーフティネット保証５号の指定について、下記の通り告示が行われましたので
お知らせします。
　詳細は、当協会HPか、中小企業庁HPにてご確認ください。

　あぶくま信用金庫と「信用保証業務の電子化に関する覚書」を締結し、福島県内で初となる 「信用保
証協会電子受付システム」の運用を開始いたしました。 郡山信用金庫・みずほ銀行も同システムを11
月から運用開始予定です。　
　電子受付システムの導入に伴い、融資実行までのリードタイムが短縮、それにより利用者への資金供
給が一層迅速化されるほか、申込書類の郵送や持ち込みが不要となり金融機関の事務効率向上も図られ
ます。本システムは、全国の信用保証協会で普及を推進しています。当協会での取扱は初めてとなり、
引き続き普及に努めてまいります。

お知らせ

〈当協会HP〉

〈中小企業庁HP〉

　●セーフティネット保証５号
　　指定期間：令和６年10月１日～令和６年12月31日
　　（日本標準産業分類（平成25年10月改定）の細分類に基づく515業種が指定）

　電子受付システム
　取扱金融機関
　（開始予定日：右記のとおり）

あぶくま信用金庫

みずほ銀行 郡山信用金庫

◆令和６年10月７日（月）　開始

■システムの流れ

◆令和６年11月５日（火）　開始予定

金融機関

①中小企業者より
　申込書類受領
　（データOR紙媒体）

②保証協会連携用の
　データ作成

保証協会

⑤申込案件の情報
　登録・保証審査
　（データ）

SYSTEM
（全国統一システム）

③本システムへ
　申込データを連携

⑦案件進捗状況
　を確認

④申込データを連携

⑥案件進捗状況
　を連携

⑧保証書発行
　（電子OR紙媒体）

※パブリッククラウド上の「共通プラットフォーム」を介し金融機関・保証協会間で保証申込に係る
各種データを授受することで、手続きを電子化するシステム。
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９月の保証動向
９月中の保証承諾は、件数 975件（前年同月比 99.5％）、金額 160億 69百万円（同 99.7％）となり、
件数、金額ともに前年同月を下回った。
保証債務残高は、件数 40,553 件（同 95.1％）、金額 5,030 億 35百万円（同 93.1％）と、前年同
月より件数で 2,106 件、金額で 372億 64百万円減少した。
代位弁済は、件数 42件（同 168.0％）、金額 569百万円（同 193.7％）となり、前年同月に比べて
件数、金額ともに上回った。

◆９月の概況

◆保証承諾の推移

項　　　　目
当月中 当月末

件　数 金　額 金額前年比 件　数 金　額 金額前年比
保 証 申 込 1,014 16,500 103.1 5,040 83,846 109.0
保 証 承 諾 975 16,069 99.7 4,816 79,600 109.0
保 証 債 務 残 高 40,553 503,035 93.1
代 位 弁 済 42 569 193.7 289 3,701 153.8

（単位：百万円、％）

（単位：百万円、％）

年度
月

４ ５ ６ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 457 5,986 31.5 527 7,530 125.8 612 10,536 139.9 ４
５ 539 7,774 113.9 753 11,610 149.3 792 12,135 104.5 ５
６ 705 9,950 115.5 811 12,872 129.4 944 16,423 127.6 ６
７ 625 8,594 107.6 787 13,134 152.8 880 15,408 117.3 ７
８ 592 9,065 134.1 780 11,747 129.6 613 9,029 76.9 ８
９ 924 15,215 162.2 980 16,112 105.9 975 16,069 99.7 ９

上期計 3,842 56,583 96.6 4,638 73,006 129.0 4,816 79,600 109.0 上期計
10 621 8,770 139.3 784 12,682 144.6 10
11 710 10,681 139.0 734 12,009 112.4 11
12 855 11,893 105.4 1,031 17,933 150.8 12
１ 532 8,061 104.6 597 9,126 113.2 １
２ 740 13,027 111.8 715 10,873 83.5 ２
３ 1,122 21,265 114.4 959 16,699 78.5 ３

下期計 4,580 73,697 116.6 4,820 79,322 107.6 下期計
合　計 8,422 130,280 107.0 9,458 152,328 116.9 4,816 79,600 52.3 合　計
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（単位：百万円、％）

◆保証債務残高の推移

年度
月

４ ５ ６ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 43,009 567,588 99.4 44,131 563,012 99.2 40,978 513,172 91.1 ４
５ 42,960 563,724 98.8 43,818 557,821 99.0 40,836 508,689 91.2 ５
６ 43,033 561,878 98.7 43,363 552,136 98.3 40,710 507,264 91.9 ６
７ 43,156 561,298 98.7 42,963 546,571 97.4 40,606 506,463 92.7 ７
８ 43,264 560,813 98.8 42,758 542,677 96.8 40,557 504,075 92.9 ８
９ 43,473 562,305 99.3 42,659 540,299 96.1 40,553 503,035 93.1 ９
10 43,683 563,100 99.6 42,504 537,049 95.4 10
11 43,789 562,408 99.9 42,291 534,050 95.0 11
12 43,981 563,764 99.9 42,066 532,951 94.5 12
１ 44,015 561,669 99.7 41,850 528,376 94.1 １
２ 44,071 561,471 99.6 41,617 524,232 93.4 ２
３ 44,203 566,121 99.5 41,252 519,462 91.8 ３

年度
月

４ ５ ６ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 7 142 97.2 17 181 127.4 30 430 237.9 ４
５ 29 383 211.4 34 438 114.2 40 487 111.2 ５
６ 9 28 21.7 39 615 2,194.4 45 482 78.5 ６
７ 15 280 149.4 33 468 167.1 72 1,180 252.3 ７
８ 23 359 313.4 32 412 114.8 60 553 134.3 ８
９ 35 456 664.6 25 294 64.4 42 569 193.7 ９

上期計 118 1,648 199.3 180 2,406 146.0 289 3,701 153.8 上期計
10 26 480 398.4 39 635 132.1 10
11 27 172 276.8 40 524 304.7 11
12 23 241 90.0 36 389 161.6 12
１ 21 213 239.9 45 524 246.2 １
２ 44 427 102.8 53 652 152.5 ２
３ 43 325 92.1 45 651 200.4 ３

下期計 184 1,858 142.1 258 3,374 181.6 下期計
合　計 302 3,506 164.3 438 5,780 164.9 289 3,701 64.0 合　計

◆代位弁済の推移
（単位：百万円、％）
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保証利用状況
（令和６年９月末現在）

　いわき鹿島支店　1,629 百万円

支店長

　　田村　道弘 様

〈略歴〉平成９年４月　入行
　　　　平成30年３月　本店営業部融資渉外課長
　　　　令和元年６月　東京支店上席副支店長
　　　　令和４年３月　いわき鹿島支店長

〈趣味・特技〉日本酒と酒の肴を楽しむこと
　　　　　　　観葉植物を育て楽しむこと
　　　　　　　映画鑑賞、読書、温泉巡り、
　　　　　　　コーヒー豆探索他

東邦銀行　いわき鹿島支店

・地理的特徴や自然環境について教えてください
　当該店舗である鹿島地区は、いわき市中央部平地区と小名浜地区の中間に位置する農村地区でした
が、鹿島街道の整備に伴い市街地化が進み、住宅団地も建設されて人口も増加しています。特に郊外
型店舗が並ぶ沿道が活況を呈しており、ベッドタウン化が進んでいます。
・おすすめのグルメスポット
　鹿島地区の鹿島街道沿いにあります「ゆで太郎 いわき鹿島支店」は、朝早くから営業しており、
県内唯一のゆで太郎店舗となっています。手頃な価格で蕎麦やカレーを味わえ、我々行員だけでなく、
地域の方々からも人気のお店です。
・最近のニュース
　鹿島地区にある複合ショッピングセンター「いわきエブリア」が８月10日にリニューアルオープ
ンしました。鹿島地区の皆さまにとって昔からある生活になくてはならない施設として長年愛されて
きています。今回のリニューアルオープンで鹿島地区の更なる発展に寄与されていく事
を期待しています。

１．地域のことについておしえてください！
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〈融資・渉外担当のみなさま〉
後列左から　冠木さん、三本松さん
前列左から　廣嶋次長、田村支店長、佐久間副支店長

・仕事をするうえで心掛けていることはありますか
　一つ目は、常にアンテナを高く張り、情報収集を行うことです。特にスピード感は意識して取り
組んでいます。
　二つ目は、部下行員と帯同訪問することです。人財育成の基本はOJTであるからこそ、実践で自
身のスキルを伝授したいと考えています。
　三つ目は、記念日を大切にすることです。お客さまの設立日、経営者の方々の誕生日には訪問ま
たは電話をし、お祝いの言葉と感謝の気持ちを伝えるようにしています。
・この先も忘れないと思う出来事はありますか
　人事部に2010年から５年間在籍していた時がありまして、新入行員の育成を担当していました。
異動で人事部を離れることになり、最後の研修で2014年度入行の行員たちから寄せ書きの色紙をサ
プライズでプレゼントしてもらいました。
　一人一人の手書きでのメッセージが本当に嬉しくて、忘れられない出来事となりました。ちょう
ど10年経った今でも大切にしています。
　支店長となって、その時の新入行員たちと一緒に仕事ができること、福島県内外でお客さまのた
めに頑張っている姿を見れることに、最近は大きな幸せを感じています。
・今後の目標を教えてください
　当店は昨年５月に開設30周年を迎えました。次の40周年に向け更に愛される店舗を目指し、全員
一丸となって取組んでいます。
　事業性融資については入行間もない若手行員も含めヤル気溢れるメンバーで取組んで
います。保証協会様との連携を更に図り、当店保証残高17億円を目指して参ります。

３．支店のことについておしえてください！

２．支店長についておしえてください！

・支店について教えてください
　当店は、1993年５月に支店開設となり、昨年（2023年）30周年を迎えました。いわき市の交通の
要衝である鹿島街道沿いに位置し、利便性が高いことから多くのお客様がご来店されます。また、ロー
ンセンター、保険プラザが併設されており土日の営業も行っていることから個人のお客様向けの営
業拠点としての役割も担っております。
・支店のメンバーの特徴を教えてください
　職員は現在、パートナー含め28名が在籍しており、内男性６名、女性20名と女性の割合が多い人
員構成となっております。ローンセンター、保険プラザがあることから専門的な知識を有した職員
が配置されております。新入行員も毎年配属になることから若手職員が多いことも特徴です。
・現在、力を入れていることを教えてください
　利用されるお客様の多いATMコーナーへのパンフレット掲示に力を入れております。当店は、主
要幹線道路のロードサイドに位置し、支店ATMコーナー利用数が多いことから、NISAやローンの
キャンペーンの広告がお客様の目に留まりやすい様に工夫をしております。支店の若手を
中心にPOPのアイデアを考えるなど明るいコーナー掲示を心がけております。
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有限会社 益 蔵

　今月号は福島市の日本人好みの和イタ
リアン「ozendate 益蔵」を経営する
（有）益蔵さんをご紹介！
　創業から店を支え続ける代表取締役の
大澤益三（ますみ）さんと、チーフ兼新
規事業開発リーダーとして奮闘する息子
の隼（じゅん）さんにお話を伺いました！

　今の「益蔵」に至るまでには、多くの導きがあったと益三さん。最初の導きは父の「お前に金融系は似
合わない」のひとこと。なんとなく目指していた就職をやめ、調理師専門学校へ進学。洋食を目指した益
三さんだったが、「基本は“和”だ！」と先輩に教わり、和食の道に進んだ。銀座の天ぷら店、日本橋の牛
鍋店と場所を変えながら板前の厳しい修行に励み、次に勤務した横浜の日本料理店で、のちの恩師となる
社長に出会った。社長から学んだ人との付き合い方や経営の“いろは”、従業員を大切にする想いは、理想
の社長像として今でも目標にしている。

　結婚と息子の誕生を機に、故郷福島に戻ることを決意。帰郷後は、元々
目指していた洋食の分野に進むため、レストラン事業の新規立ち上げ
を目指す企業へ入社した。第一号店のオープンでは、ホールスタッフ
を初めて経験。厨房とホール両方の経験を活かして、時給制度や教育
制度などを提案しマニュアル化に取り組んだ。実力が認められてから
は、最年少店長として店舗の経営を任されたほか、事業部長としてレ
ストラン事業の拡大に取り組み、県内７店舗までに拡大させた。この
経験が自信になり、独立。夢だったイタリア料理店を創業した。

　料理の基本は和食にある！尊敬する恩師との出会い

　きっかけはイタリア料理店の事業部勤務

▲店内は、客層問わずさまざまなお客さ
まをおもてなしできる工夫が。案内され
る席によって毎回異なる雰囲気を楽しめ
る。最大60名様までの宴会も可能。

プロフィール

創　　業　平成17年６月
事業内容　イタリア料理

ozendate　益蔵（オゼンダテ　マスゾウ）

所　在　地　福島市栄町7-33　福島トヨタビル地下１階
営業時間　11：30 ～ 14：30（ランチ）
　　　　　17：00 ～ 22：00（ディナー）※日祝21:00
定　休　日　無休（12/31、1/1除く）
　H　P　　https://www.masuzo.com
Instaguram　@masuzo317

20周年！
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　後ろ盾もサポートもない初めての経営者の仕事。総務、経理、スタッフの教育などすべてが自分次第で
あることの大変さを身に染みて感じた。それでもなんとか、これまでの経験と奥様の支えがあって、少し
ずつ軌道に乗り始めた頃、東日本大震災により営業ができない状況に。創業から５年目のことだった。「食
材をただ腐らせてしまうのはもったいない、被災地にはその日の食べ物もない人がたくさんいる」と考え、
仲間と協力して南相馬市で炊き出しを行った。そのとき手伝ったのが、当時高校２年生だった息子の隼さ
ん。ひたすらピザをこね、焼いて、提供した。久しぶりの温かい食事に泣いて喜ぶ被災地の皆さんの姿、
「おいしいね」と笑顔になる姿に心が動かされ、“食のチカラ”を強く感じた隼さんは、川崎のイタリア料
理店で修業ののち、（有）益蔵へ入社した。

　東日本大震災時の取り組みをきっかけに、SNSを通して訪れるお客
さまが増えた。コロナ禍を乗り越えることができたのも、人の助けが
あってこそだったと感じている。益三さんが築き大切に守ってきた“信
用”と“価値” が「益蔵ブランド」であり、今後どのように事業を承継
していくべきかを悩んでいたところ、当協会の担当者から「事業承継」
についての専門家派遣の提案があり、チャレンジすることを決めた。
　親族内承継において、親子だけではなかなか語れない内容に加え、
それぞれの想いや認識のズレに対して専門家から的確なアドバイスが
得られた。理想と現実のギャップに気づき、回を重ねるごとに隼さん
の意識と行動にも変化が見られ、益三さん自身も現社長としてやるべ
きことがクリアになり、会社として確かな手ごたえを感じている。

　今後は、今回の専門家派遣で浮き彫りとなった課題と、
より明確になった目標を形にするため、実行支援へと歩み
を進めていく。「会社を継ぐことと店を継ぐことは似て非
なるもの」と益三さん。隼さんの夢も形にしながら、従業
員が自身のライフイベントと両立できる働き方の模索、高
齢従業員の受け皿となる事業の立ち上げなど、「益蔵ブラ
ンド」の挑戦は続く。

　東日本大震災での出来事が息子を飲食の道へ

　これからも「ozendate 益蔵」であり続けるために

　親子でめざす「ozendate 益蔵」のブランド

代表取締役　大澤益三さん

ビ
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ロゴマーク▶
益の文字は益三さんの笑顔をイメー
ジ。蔵は仏教ですべてを包み込むも
のという意味。料理人と人との出逢
いを大切に、食を囲むお客さまの幸
せを願っている。

◀MASUZO Gift Box
テイクアウト需要の高まりとともに、隼さんが
リーダーとなって企画したギフト商品。
特別な日や年末年始にはリピーターを中心にご
予約いただいている。

取材を終えて～編集後記～

　これまでの経緯をお話しいただ
くだけでもものすごい情報量で、
「経営をするならまずは現場を知
るべし」という想いそのままに、多
面的な経験をしてきた益三さん自
身の強みを感じました。親子のチカ
ラで、益蔵が今後どのように紡がれ
ていくのか楽しみです！

（企画担当K）

•事業承継は企業の未来を左右する重要なプロセスです。専門家の支援を受ける
ことで、計画的かつ円滑な承継が可能となります。 

•事業承継は代替わりとも言いますが、【ヒト：代表者】や【モノ：事業資産】だ
けでなく、何よりも【ノウハウ：見えない資産】の承継が重要です。今回の支
援を通して、何故?!「益蔵」がお客様から愛されるのか？がよく理解できました。
また、後継者の準さんにも今回の支援を通して「改めてその重要性：ブランド」
をご理解いただいたと思います。今後の「益蔵ブランド」の挑戦が楽しみです。

専
門
家

　
阿
部
　

憲
夫 

氏

どこか温かみを感じる、
店内のイラストは、実は
益三さんが描いたもの！
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2024年度版「ディスクロージャー誌」を発刊

女性支援チーム「雪うさぎ」が協会業務の説明を行いました

　当協会のディスクロージャー誌「Disclosure  2024 福島県信用保証協会」を発刊しました。
　当協会の業務内容、業務方針、昨年度の事業実績などを紹介しております。皆さまにご高覧いただき、
取り組みへのご理解を賜れば幸いです。
　同誌は当協会ホームページにも掲載しています。ぜひご覧ください。

　９月９日、起業アテンダント養成研修の一コマとして、当協会
の女性支援チーム「雪うさぎ」の橋本次長より当協会の業務や役
割について説明させていただきました。
　研修では、当協会以外の支援機関も参加し、起業アテンダント
を目指す皆さんへ、それぞれの取り組みについて紹介しました。
　女性起業者のリアルな声を聞くこともでき、大変有意義な機会
となりました。

お知らせ

コーポレートメッセージの
ロゴが完成しました！

当協会の取り組みを
是非ご覧ください！

雪うさぎ雪うさぎ女性支援女性支援
チームチーム 　　　　　　　　　　が

創業前から創業後も

女性のみなさんをサポートします！

「雪うさぎ」 は当協会の女性職員で構成されたチームです。

女性創業者や女性経営者のみなさまが気軽に相談できる窓口として発足されました。

雪うさぎメンバーによる対応をご希望の場合は、 最寄りの窓口へお気軽にご相談ください。

ご相談
お待ちしています！
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セミナーを開催します！

女性創業者応援！！ 多くのご参加を
お待ちしております！

詳細は
当協会HPへ▼

申込フォーム
はこちら ▼

11月８日(金)まで
　　　※先着順
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プロモーション動画を制作しています！

「１Day仕事体験」を開催しました！

　当協会の取り組みについて、広く一般の方にも認知いただけるよ
う、プロモーション動画を新たに制作しております。
　先日はロケーション撮影を実施。県内企業様ご協力のもと、さま
ざまなシーンを撮影させていただきました。
　完成後は、当協会YouTubeチャンネルでの配信のほか、多くの
場面での活用を予定しております。

　９月13日に、「１Day仕事体験」を開催し、当協会の組織や仕事内容についての説明、グループワー
クを用いた業務体験、職員との座談会を行いました。
　参加者一人ひとりとじっくりお話しすることができ、参加した学生からは、「和やかな雰囲気で、リラッ
クスしながらさまざまなことを学べました」などの意見を頂戴でき、当協会としても有意義な機会とな
りました。
　今月から、オンラインによるオープンカンパニーも開始。遠方の学生にも当協会と職員を知っていた
だけるよう、引き続き積極的に取り組んでまいります。

〈職場見学の様子〉 〈グループワーク説明〉 〈先輩職員との座談会〉

「１
Day仕事体験」冬季も開催します！

※開催日等詳細は、※開催日等詳細は、
　本誌第３表紙（裏表紙のうら）　本誌第３表紙（裏表紙のうら）
　をご覧ください！　をご覧ください！

＜問い合わせ＞
福島県信用保証協会
総務部総務企画課　採用担当　佐藤・小山
※土日祝休業

０２４－５２６－２３３１
soumu@fukushima-cgc.or.jp

完成が

楽しみ
です！
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　次頁より、９月末時点の状況についてお知らせいたします。
　引き続き県内中小企業の資金繰り支援・経営支援に向け、信用保証制度の利活用にご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

各種感謝制度各種感謝制度

・ランキング中間発表・ランキング中間発表
上期

スマートフォンからも閲覧可能です→

・業務概況
　　当協会ホームページ（一般公開）から閲覧可能です。　

・令和６年度各種感謝制度実施状況
・金融機関店舗別ランキング

　当協会ホームページ（金融機関専用ページ）から閲覧可能です。ログインID及
びパスワードは所属の金融機関本部へご確認ください。

※同じ金融機関様に対して、複数IDの付与はできませんのでご了承ください。
※ログインID及びパスワードが不明の場合は、お手数をおかけしますが所属の金融機関本部ご担

当者様へお問合せください。

➡

毎月お知らせで
公開しております

　令和６年５月号（令和６年４月末時点の実績）より掲載方法を変更して
おります。ご理解ご協力のほど何卒お願い申し上げます。

12頁から公開！
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⑴　実施期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日（保証実行ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　①今期末（令和７年３月31日）の保証債務残高が前期末を上回っていること。
　　　　　　　②今期末の延滞率（延滞残高／保証債務残高）が2.0％以内であること。
　　　　　　　③今期末の代位弁済率（代位弁済額／保証債務残高）が平均代位弁済率以内であること。
⑶　表彰内容　上記基準を満たしている店舗で、今期末の保証債務残高が以下の群別毎に分類して、伸び

率の高い上位店舗に対し、感謝状を贈呈いたします。

９月末現在の各群別上位店舗は次のとおりです。

《第１群》保証債務残高　20億円以上

《第２群》保証債務残高　15億円以上20億円未満

《第３群》保証債務残高　12億円以上15億円未満

《第４群》保証債務残高　９億円以上12億円未満

《第５群》保証債務残高　６億円以上９億円未満

《第６群》保証債務残高　３億円以上６億円未満

１．中小企業支援　感謝制度

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 福島銀行 原町支店 110.0 5 東邦銀行 湯本支店 105.8 
2 東邦銀行 矢吹支店 109.1 6 東邦銀行 郡山北支店 104.5 
3 東邦銀行 北福島支店 107.0 7 東邦銀行 田島支店 104.2 
4 福島銀行 船引支店 106.8 8 いわき信用組合 郷ヶ丘支店 104.0 

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 東邦銀行 大槻支店 110.8 5 東邦銀行 石川支店 103.6 
2 東邦銀行 いわき鹿島支店 107.3 6 福島銀行 荒井支店 102.2 
3 東邦銀行 小野支店 104.5 7 福島県商工信用組合 南福島支店 102.1 
4 福島銀行 福島西支店 104.4 8 大東銀行 保原支店 101.6 

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 東邦銀行 いわき泉支店 107.0 5 東邦銀行 猪苗代支店 103.0 
2 福島信用金庫 伊達支店 106.9 6 大東銀行 田島支店 102.9 
3 東邦銀行 郡山荒井支店 106.3 7 ひまわり信用金庫 本店 102.7 
4 東邦銀行 谷川瀬支店 106.0 8 大東銀行 小野支店 102.3 

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 常陽銀行 白河支店 117.0 5 大東銀行 船引支店 104.1 
2 福島銀行 石川支店 107.0 6 東邦銀行 滝沢支店 103.2 
3 東邦銀行 東福島支店 106.3 7 東邦銀行 郡山金屋支店 102.4 
4 福島信用金庫 平野支店 106.2 8 東邦銀行 飯坂支店 102.1 

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 あぶくま信用金庫 相馬支店 109.0 5 福島信用金庫 松川支店 104.2 
2 いわき信用組合 勿来支店 106.1 6 七十七銀行 相馬支店 103.6 
3 福島信用金庫 飯野支店 105.1 7 白河信用金庫 塙支店 103.6 
4 東邦銀行 勿来支店 104.7 8 東邦銀行 梁川支店 103.4 

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 ひまわり信用金庫 豊間支店 112.3 5 相双五城信用組合 本店 106.5 
2 福島銀行 棚倉支店 110.6 6 東邦銀行 門田支店 106.0 
3 須賀川信用金庫 長沼支店 108.2 7 福島信用金庫 岡山支店 105.6 
4 ひまわり信用金庫 鹿島支店 106.5 8 東邦銀行 塩川支店 105.4 
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⑴　実施期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日（保証実行ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象企業　申込時に保証債務残高がない企業で、保証期間が１年以上のもの。
⑶　表彰内容　対象企業10企業（以後20企業、30企業…）を達成した金融機関の店舗に対し、その都

度、感謝状を贈呈します。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

２．新規企業支援　感謝制度

件数 店　　　舗　　　名 件数 店　　　舗　　　名

13 福島信用金庫 本店 6 東邦銀行 本宮支店

10 あぶくま信用金庫 本店 6 東邦銀行 桑野支店

10 あぶくま信用金庫 相馬支店 6 東邦銀行 会津営業部

9 東邦銀行 須賀川支店 6 東邦銀行 相馬支店

9 東邦銀行 湯本支店 6 ひまわり信用金庫 小名浜支店

8 東邦銀行 本店 6 福島信用金庫 北支店

8 東邦銀行 喜多方支店 6 福島県商工信用組合 本宮支店

7 東邦銀行 矢吹支店 6 いわき信用組合 本店

7 須賀川信用金庫 郡山支店

件数 店　　　舗　　　名 件数 店　　　舗　　　名

17 福島信用金庫 東支店 8 福島銀行 平支店
14 東邦銀行 富田支店 8 大東銀行 植田支店
14 福島信用金庫 本店 8 郡山信用金庫 東支店
14 福島信用金庫 南支店 8 大東銀行 須賀川支店
13 福島信用金庫 吉井田支店 7 東邦銀行 喜多方支店
13 福島信用金庫 平野支店 7 会津信用金庫 本店
13 大東銀行 本店 7 会津信用金庫 駅前支店
12 あぶくま信用金庫 相馬支店 7 会津信用金庫 材木町支店
11 常陽銀行 郡山支店 7 会津商工信用組合 滝沢支店
9 福島信用金庫 霊山おてひめ支店 7 大東銀行 安積支店

⑴　実施期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日（保証実行ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　以下の対象制度の合計保証承諾件数が３件以上の上位10店舗
　　《対象制度》

⑶　表彰内容　上記基準を満たした上位10店舗に対し、感謝状を贈呈します。
　　　　　　　（注）件数が同数の場合は、企業数が優先し次いで金額の順位で決定します。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

３. 経営支援連携保証　感謝制度

①　伴走支援型特別保証制度
②　福島県緊急経済対策資金Ｆ伴走支援型
③　事業再生計画実施関連保証（感染症対応型）制度
④　事業再生計画実施関連保証制度（改善サポート保証）
⑤　事業再生保証制度（事業再生）
⑥　事業再生円滑化関連保証制度（再生円滑）
⑦　福島県事業再生資金融資保証制度
⑧　オールふくしま経営支援対応資金融資保証制度
⑨　経営力向上関連保証制度
⑩　経営力強化保証制度

※取扱件数６件以上の店舗を掲載

※取扱件数７件以上の店舗を掲載
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※取扱件数２件以上の店舗を掲載
　（２件の場合　取扱金額60,000千円以上）

⑴　実施期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日（保証承諾ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　保証承諾金額上位５店舗（但し、承諾件数３件以上とする。）
　　　　　　　保証承諾件数上位５店舗（但し、承諾件数３件以上とする。）
⑶　表彰内容　上記基準を満たした店舗に対し、感謝状を贈呈します。

（注）重複して達成した場合は、金額達成優先とします。
　　　金額同順位は件数上位、件数同順位は金額上位とします。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

４. ダブルサポート保証　感謝制度

店　舗　名 金　額 件数

東邦銀行 郡山営業部 260,000 3 

福島県商工信用組合 本店 239,200 4 

東邦銀行 いわき鹿島支店 188,000 2 

東邦銀行 大槻支店 174,000 1 

福島銀行 原町支店 140,000 1 

福島信用金庫 本店 138,000 4 

福島銀行 会津支店 130,700 5 

商工組合中央金庫 福島支店 112,000 2 

ひまわり信用金庫 本店 107,500 3 

白河信用金庫 塙支店 100,600 4 

東邦銀行 植田支店 100,000 2 

あぶくま信用金庫 大熊支店 100,000 1 

福島銀行 棚倉支店 100,000 1 

須賀川信用金庫 富田支店 94,600 4 

いわき信用組合 郷ヶ丘支店 80,500 2 

福島信用金庫 梁川支店 80,000 1 

東邦銀行 名取支店 70,000 1 

白河信用金庫 浅川支店 70,000 1 

福島銀行 笹谷支店 70,000 1 

店　舗　名 件数 金　額

福島銀行 会津支店 5 130,700

福島県商工信用組合 白河支店 5 15,500

福島県商工信用組合 本店 4 239,200

福島信用金庫 本店 4 138,000

白河信用金庫 塙支店 4 100,600

須賀川信用金庫 富田支店 4 94,600

会津信用金庫 七日町支店 4 44,000

福島県商工信用組合 朝日支店 4 34,500

東邦銀行 郡山営業部 3 260,000

ひまわり信用金庫 本店 3 107,500

東邦銀行 いわき営業部 3 62,500

会津商工信用組合 本店 3 29,100

東邦銀行 いわき鹿島支店 2 188,000

商工組合中央金庫 福島支店 2 112,000

東邦銀行 植田支店 2 100,000

いわき信用組合 郷ヶ丘支店 2 80,500

東邦銀行 水戸支店 2 67,400

東邦銀行 湯本支店 2 65,000

福島銀行 福島北支店 2 60,000

《承諾金額部門》　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）《承諾件数部門》　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※取扱金額70,000千円以上の店舗を掲載
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⑴　実施期間　令和６年４月１日～令和７年３月31日
⑵　対象基準　保証債務残高増加（令和６年３月末比）上位10店舗
⑶　表彰内容　上記基準を満たした店舗に対し、感謝状を贈呈します。
９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

５．どっしりくん取り組み　感謝制度

店　舗　名 増加金額

福島銀行 福島西支店 110,000

東邦銀行 本店 108,000

東邦銀行 富田支店 92,000

福島銀行 荒井支店 75,000

福島銀行 須賀川支店 72,000

東邦銀行 矢吹支店 68,000

東邦銀行 南福島支店 61,000

大東銀行 須賀川支店 60,958

大東銀行 湯本支店 60,000

東邦銀行 須賀川支店 51,000

福島銀行 福島南支店 51,000

東邦銀行 塩川支店 50,000

二本松信用金庫 本店 50,000

会津信用金庫 駅前支店 45,000

東邦銀行 原町支店 45,000

二本松信用金庫 岩代支店 45,000

東邦銀行 高田支店 42,000

東邦銀行 小名浜支店 42,000

東邦銀行 福島西中央支店 42,000

《債務残高増加額》　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※前年度末比42,000千円超の店舗を掲載
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順 保証債務 順 保証債務
位 残 高 位 残 高
１ 常陽銀行 郡山支店 10,536 96.1 51 郡山信用金庫 安積支店 2,238 89.8
２ 東邦銀行 本店 9,018 102.9 52 いわき信用組合 泉支店 2,236 94.9
３ 東邦銀行 郡山営業部 7,797 99.5 53 福島銀行 安積支店 2,235 93.8
４ 福島銀行 平支店 7,088 91.0 54 あぶくま信用金庫 本店 2,217 101.2
５ 東邦銀行 いわき営業部 6,810 96.2 55 福島銀行 福島南支店 2,204 88.9
６ 大東銀行 本店 5,663 88.3 56 福島県商工信用組合 桜通支店 2,204 92.0
７ 福島銀行 本店 5,002 93.5 57 常陽銀行 会津支店 2,156 78.5
８ 東邦銀行 小名浜支店 4,998 91.0 58 東邦銀行 田島支店 2,134 99.4
９ 福島銀行 郡山営業部 4,602 90.4 59 東邦銀行 湯本支店 2,109 105.8
10 大東銀行 須賀川支店 4,483 90.9 60 東邦銀行 二本松支店 2,103 93.4
11 東邦銀行 会津営業部 4,364 91.4 61 大東銀行 矢野目支店 2,089 87.1
12 大東銀行 安積支店 4,193 85.7 62 福島銀行 原町支店 2,086 102.9
13 福島県商工信用組合 本店 4,161 98.0 63 東邦銀行 南福島支店 2,076 103.9
14 東邦銀行 喜多方支店 3,933 101.5 64 いわき信用組合 郷ヶ丘支店 2,049 105.5
15 大東銀行 富久山支店 3,752 95.6 65 福島銀行 船引支店 2,018 101.2
16 大東銀行 平支店 3,663 89.1 66 東邦銀行 植田支店 1,983 106.9
17 福島信用金庫 本店 3,621 103.2 67 足利銀行 郡山支店 1,982 99.6
18 大東銀行 福島支店 3,581 91.7 68 東邦銀行 安積支店 1,975 92.8
19 東邦銀行 原町支店 3,573 102.1 69 二本松信用金庫 本宮支店 1,941 96.3
20 大東銀行 方八町支店 3,560 93.8 70 いわき信用組合 平支店 1,916 89.3
21 大東銀行 本宮支店 3,546 82.2 71 いわき信用組合 内郷支店 1,885 93.7
22 東邦銀行 郡山東支店 3,203 87.5 72 福島信用金庫 保原支店 1,878 87.7
23 常陽銀行 平支店 3,193 96.5 73 福島銀行 大槻支店 1,863 94.2
24 東邦銀行 須賀川支店 3,184 94.8 74 いわき信用組合 玉川支店 1,852 94.9
25 東邦銀行 会津一之町支店 3,161 95.9 75 福島信用金庫 東支店 1,838 94.5
26 いわき信用組合 本店 3,127 94.0 76 大東銀行 植田支店 1,832 91.7
27 東邦銀行 白河支店 3,087 95.2 77 大東銀行 二本松支店 1,826 93.8
28 東邦銀行 郡山卸町支店 2,989 90.8 78 大東銀行 喜多方支店 1,814 85.9
29 東邦銀行 郡山南支店 2,954 92.8 79 二本松信用金庫 金色支店 1,807 95.0
30 福島銀行 須賀川支店 2,936 95.9 80 大東銀行 金屋支店 1,762 83.2
31 東邦銀行 本宮支店 2,925 96.4 81 福島銀行 福島西支店 1,751 104.6
32 福島銀行 会津支店 2,879 91.8 82 会津信用金庫 喜多方支店 1,742 90.6
33 常陽銀行 福島支店 2,866 90.2 83 福島銀行 喜多方支店 1,727 87.6
34 福島銀行 小名浜支店 2,843 86.7 84 常陽銀行 植田支店 1,705 86.2
35 大東銀行 会津支店 2,823 84.4 85 福島信用金庫 西支店 1,666 90.7
36 東邦銀行 北福島支店 2,800 106.1 86 会津信用金庫 猪苗代支店 1,655 92.4
37 福島銀行 白河支店 2,782 91.0 87 福島銀行 二本松支店 1,655 82.6
38 会津信用金庫 本店 2,772 96.6 88 東邦銀行 郡山中町支店 1,629 85.2
39 大東銀行 白河支店 2,677 84.3 89 東邦銀行 いわき鹿島支店 1,629 113.4
40 大東銀行 小名浜支店 2,613 79.5 90 福島銀行 湯本支店 1,594 105.0
41 東邦銀行 相馬支店 2,556 107.6 91 ひまわり信用金庫 小名浜支店 1,587 93.8
42 東邦銀行 矢吹支店 2,542 114.3 92 東邦銀行 石川支店 1,580 100.8
43 二本松信用金庫 本店 2,535 95.2 93 郡山信用金庫 東支店 1,573 93.2
44 大東銀行 原町支店 2,500 89.2 94 福島県商工信用組合 南福島支店 1,555 97.8
45 郡山信用金庫 本店 2,436 90.0 95 常陽銀行 須賀川支店 1,542 91.8
46 会津信用金庫 駅前支店 2,342 95.1 96 福島信用金庫 梁川支店 1,540 92.8
47 東邦銀行 方木田支店 2,300 97.6 97 東邦銀行 平西支店 1,535 96.7
48 福島信用金庫 南支店 2,300 92.7 98 二本松信用金庫 安達支店 1,531 92.9
49 東邦銀行 郡山北支店 2,290 100.5 99 福島銀行 荒井支店 1,531 100.2
50 東邦銀行 富田支店 2,253 98.8 100 郡山信用金庫 金屋支店 1,524 100.5

金融機関　店舗別ランキング
１．保証債務残高上位 100 店舗

（単位：百万円、％）

※店舗統廃合の場合、前年比は統廃合前の数値としております。

前年比 前年比店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名

（令和６年９月末現在）

− 16 −「保証月報 10 月号」



順 順
位 件 数 位 件 数
１ 常陽銀行 郡山支店 15 １ 常陽銀行 郡山支店 45
２ 福島銀行 平支店 19 ２ 東邦銀行 郡山営業部 39
３ 福島銀行 本店 14 ３ 東邦銀行 本店 46
４ 東邦銀行 郡山営業部 8 ４ 東邦銀行 原町支店 42
５ 東邦銀行 本店 13 ５ 福島銀行 平支店 57
６ 東邦銀行 北福島支店 11 ６ 東邦銀行 いわき営業部 50
７ 福島銀行 保原支店 8 ７ 大東銀行 須賀川支店 44
８ 大東銀行 須賀川支店 9 ８ 東邦銀行 喜多方支店 34
９ 東邦銀行 いわき営業部 10 ９ 福島銀行 本店 42
10 東邦銀行 原町支店 10 10 大東銀行 本店 30
11 東邦銀行 小名浜支店 14 11 大東銀行 安積支店 23
12 東邦銀行 桑野支店 9 12 東邦銀行 北福島支店 33
13 福島銀行 船引支店 12 13 大東銀行 方八町支店 35
14 福島銀行 会津支店 7 14 東邦銀行 矢吹支店 35
15 東邦銀行 白河支店 4 15 大東銀行 富久山支店 25
16 東邦銀行 大槻支店 2 16 福島銀行 郡山営業部 32
17 福島銀行 小名浜支店 9 17 福島信用金庫 本店 50
18 東邦銀行 郡山北支店 5 18 福島銀行 小名浜支店 28
19 福島銀行 白河支店 9 19 東邦銀行 小名浜支店 44
20 福島銀行 福島西支店 6 20 福島信用金庫 南支店 39
21 福島銀行 湯本支店 8 21 福島銀行 福島西支店 24
22 福島銀行 須賀川支店 7 22 福島銀行 会津支店 23
23 福島銀行 福島南支店 6 23 福島銀行 船引支店 40
24 福島信用金庫 伊達支店 5 24 東邦銀行 白河支店 20
25 東邦銀行 郡山東支店 8 25 郡山信用金庫 本店 22
26 福島銀行 原町支店 7 26 福島県商工信用組合 本店 37
27 大東銀行 金屋支店 4 27 いわき信用組合 本店 46
28 東邦銀行 矢吹支店 7 28 会津信用金庫 本店 31
29 東邦銀行 南福島支店 4 29 福島銀行 原町支店 19
30 大東銀行 富久山支店 6 30 東邦銀行 田島支店 21

順 順
位 位
１ 東邦銀行 いわき営業部 310 26 ひまわり信用金庫 本店 144
２ 東邦銀行 本店 271 27 福島信用金庫 東支店 143
３ 福島銀行 平支店 255 28 福島県商工信用組合 南福島支店 142
４ 常陽銀行 郡山支店 249 29 東邦銀行 喜多方支店 141
５ いわき信用組合 本店 245 30 東邦銀行 矢吹支店 140
６ 福島銀行 本店 241 31 大東銀行 小名浜支店 138
７ 福島県商工信用組合 本店 235 32 郡山信用金庫 本店 138
８ 福島信用金庫 本店 233 33 福島銀行 白河支店 133
９ 東邦銀行 郡山営業部 232 34 福島県商工信用組合 桜通支店 131
10 東邦銀行 会津営業部 212 35 大東銀行 安積支店 130
11 東邦銀行 小名浜支店 193 36 須賀川信用金庫 郡山支店 130
12 福島銀行 郡山営業部 188 37 福島信用金庫 吉井田支店 130
13 大東銀行 本店 185 38 東邦銀行 白河支店 129
14 東邦銀行 須賀川支店 183 39 福島銀行 会津支店 129
15 いわき信用組合 平支店 178 40 二本松信用金庫 本店 129
16 大東銀行 富久山支店 162 41 福島県商工信用組合 富久山支店 128
17 大東銀行 平支店 162 42 いわき信用組合 郷ヶ丘支店 127
18 大東銀行 方八町支店 158 43 いわき信用組合 内郷支店 127
19 会津信用金庫 本店 156 44 東邦銀行 郡山東支店 126
20 あぶくま信用金庫 本店 155 45 福島信用金庫 西支店 126
21 大東銀行 福島支店 154 46 福島信用金庫 保原支店 124
22 大東銀行 須賀川支店 151 47 福島銀行 小名浜支店 123
23 東邦銀行 原町支店 147 48 二本松信用金庫 本宮支店 123
24 福島信用金庫 南支店 144 49 大東銀行 本宮支店 122
25 郡山信用金庫 安積支店 144 50 東邦銀行 郡山南支店 122

※金額同順位の場合は、件数次いで企業数が多い方を上位とします。

３．保証利用企業数上位 50 店舗

※利用企業数が同数の場合は、債務残高が多い方を上位とします。

店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名利用企業数 利用企業数

133,500 531,400 
133,000 530,200 
130,500 530,000 

142,100 537,301 
142,000 536,200 
134,000 534,200 

147,000 554,200 
145,900 553,330 
144,000 553,000 

169,618 582,750 
163,000 568,087 
153,500 554,662 

176,000 621,045 
175,000 610,620 
173,500 599,668 

188,500 675,180 
181,700 646,100 
178,000 644,200 

214,400 755,327 
210,000 740,576 
197,200 731,600 

230,500 769,943 
227,000 768,700 
224,000 757,690 

275,000 1,022,400 
265,000 997,460 
232,000 961,290 

671,000 1,795,459 
443,500 1,373,226 
297,500 1,114,666 

２．保証承諾上位 30 店舗
（単位：千円）

保 証 承 諾 保 証 承 諾
金 額 金 額

店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名

（令和６年９月末現在）（（当当 月月 中中）） （（当当 月月 末末））

（令和６年９月末現在）
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「継続サポート（どっしりくん）」承諾実績について

「創業関連保証」承諾実績について

「災害関係保証」・「東日本大震災復興緊急保証」承諾実績について

※災害特例保険（平成23年３月14日～）と東日本大震災復興緊急特例保険（平成23年５月23日～）を利用した保証を合
算して掲載しております。

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（単位：千円）

当月（９月）中 当　期　中
件　数 金　額 件数構成比 金額構成比 件　数 金　額 件数構成比 金額構成比

福 島 営 業 店 82 1,414,000 36.3 39.3 262 4,015,590 29.0 29.3 

郡 山 支 店 60 893,000 26.5 24.8 251 3,815,000 27.8 27.8 

白 河 支 店 13 136,000 5.8 3.8 63 872,500 7.0 6.4 

会 津 支 店 28 453,000 12.4 12.6 143 2,166,900 15.8 15.8 

い わ き 支 店 36 530,000 15.9 14.7 146 2,078,780 16.2 15.2 

相 双 支 店 7 170,000 3.1 4.7 38 750,000 4.2 5.5 

合 計 226 3,596,000 100.0 100.0 903 13,698,770 100.0 100.0 

当月（８月）中 当　期　中
件　数 金　額 件数構成比 金額構成比 件　数 金　額 件数構成比 金額構成比

福 島 営 業 店 5 30,500 18.5 14.4 35 194,840 22.0 20.9 

郡 山 支 店 9 57,520 33.3 27.2 50 298,281 31.4 32.1 

白 河 支 店 1 14,000 3.7 6.6 5 29,200 3.1 3.1 

会 津 支 店 3 9,600 11.1 4.5 14 75,240 8.8 8.1 

い わ き 支 店 7 98,200 25.9 46.4 48 292,930 30.2 31.5 

相 双 支 店 2 2,000 7.4 0.9 7 40,000 4.4 4.3 

合 計 27 211,820 100.0 100.0 159 930,491 100.0 100.0 

平成23年３月14日～
令和６年３月末日迄 当　月　中 当月末（令和６年度） 累　計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

福 島 営 業 店 8,593 151,070,698 41 1,200,350 175 4,722,770 8,768 155,793,468
（うち、ふくしま復興） 8,402 146,477,731 39 1,115,350 160 4,418,483 8,562 150,896,214
郡 山 支 店 10,654 204,485,989 62 2,299,346 241 7,663,520 10,895 212,149,509
（うち、ふくしま復興） 9,738 188,598,063 59 2,179,346 231 7,430,428 9,969 196,028,491
白 河 支 店 2,671 46,140,779 11 450,885 48 1,471,385 2,719 47,612,164
（うち、ふくしま復興） 2,589 44,537,477 9 407,885 42 1,225,385 2,631 45,762,862
会 津 支 店 4,668 82,504,876 14 392,000 83 2,440,620 4,751 84,945,496
（うち、ふくしま復興） 4,541 80,740,110 13 382,000 82 2,430,620 4,623 83,170,730
い わ き 支 店 5,711 109,864,422 43 899,040 149 3,799,028 5,860 113,663,450
（うち、ふくしま復興） 5,039 100,012,954 41 888,540 141 3,659,228 5,180 103,672,182
相 双 支 店 1,944 45,118,783 15 198,250 75 1,862,850 2,019 46,981,633
（うち、ふくしま復興） 1,898 43,583,094 14 178,250 72 1,802,850 1,970 45,385,944
合 計 34,241 639,185,546 186 5,439,871 771 21,960,173 35,012 661,145,720
（うち、ふくしま復興） 32,207 603,949,428 175 5,151,371 728 20,966,994 32,935 624,916,422
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